
 

帯広市住生活基本計画（原案）概要版 
第１章 計画の概要 

◆計画の背景・目的 
・本市では、平成 25 年度に策定した前計画に基づき、子育て世帯や高齢者に配慮した市営住宅等の整備

や省エネ化・⾧寿命化改修を行った住宅への補助など、各種住宅施策を推進してきた。 

・国においては、その間、空き家、住宅確保要配慮者やマンションの適正管理など、住生活を取り巻く状
況の変化に合わせた関係法令の整備を行っている。 

・本市は今後、急速に進行する少子高齢化や人口減少、気候変動問題への対処など、社会情勢の変化に対
する住生活の分野での取り組みが一層求められている。 

・本計画は、今後、少子高齢化や人口減少の進行、気候変動問題への対処など、社会情勢の変化に対する
住生活を取り巻く状況変化、全国計画・道計画や、これまでの本市の住宅施策の取組状況を踏まえ、住
生活に関する目標や施策などを定め、各種住宅施策を推進することで、市民の住生活の安定の確保及び
向上の促進を図るために策定する。 

◆計画期間 
・令和６年度から１５年度の１０年間 

◆計画の位置づけ 
・本計画は、「第七期帯広市総合計画」の住宅関連の分野計画に位置づけられる。 

・本計画には「帯広市マンション管理適正化推進計画」を包含する。 

 
第２章 現状と課題 

 

現  状 

 

課  題 

・高齢者数の増加 

・住宅確保要配慮者の居住の不安 

・省エネ性・耐震性など住宅性能の 

不足 

・高経年マンションの増加 

・空き家・空き家予備軍の増加 

・所有形態や地域など住宅ニーズの 

多様化 

・家庭部門の温室効果ガス排出量が 

高い 

など 

（１）安全・安心な住まいへの対応 

１ 高齢化への対応 

２ 住宅確保要配慮者への対応 

３ 住宅性能向上への対応 

４ マンション管理への対応 

（２）良好な住環境への対応 

１ 空き家増加への対応 

２ 多様な住宅ニーズへの対応 

３ 地域特性に合わせた住環境づくり 

（３）脱炭素社会への対応 

１ 住宅分野における脱炭素社会の実現に

向けた対応 

 

第３章 基本目標 ／ 第４章 住宅施策の実施方策 
 

基本目標 推進方針 推進施策 
   

基本目標１． 

安全で安心して 
暮らせる 

住まいの確保 

１－１． 
住宅セーフティネットの 
充実 

（１）住宅セーフティネットの確保のための市営住宅等 
の供給 

（２）セーフティネット住宅の普及促進 

１－２． 
安心して 
暮らし続けられる 
住まいづくり 

（３）高齢者世帯や子育て世帯など誰もが暮らしやすい
住まいへの支援 

（４）介護保険制度等による住宅改修 

（５）市営住宅における居住者の状況に応じた配慮 

１－３． 
住宅性能の向上と 
マンション管理の適正化 

（６）既存住宅の性能向上の促進 

（７）住宅の耐震化の推進 

（８）マンション管理の適正化 
   

基本目標２． 

誰もが住みたい 
住環境づくり 

２－１． 
空き家対策の推進 

（１）空き家の発生抑制 

（２）空き家の利活用促進 

（３）空き家の適切な管理・除却の促進 

２－２． 
多様な住情報の提供と 
相談体制の構築 

（４）住情報の提供 

（５）住宅相談体制の充実 

（６）民間イベント等との連携 

２－３． 
地域特性を活かした 
住環境づくり 

（７）まちなか居住促進のための連携体制 

（８）農村地域における定住促進 

（９）農村地域における市営住宅の維持管理 
   

基本目標３． 

快適で 
環境を重視した 
暮らしの実現 

３－１． 
環境を重視した住宅や 
設備の普及促進 

（１）環境を重視した住宅の普及促進 

（２）住宅への再エネ・省エネ機器の普及 

３－２． 
市営住宅の⾧寿命化と 
環境への配慮 

（３）環境共生型市営住宅の整備 

（４）⾧寿命化計画に基づく市営住宅の適正な維持管理 

 
第５章 計画の推進に向けて 

・住宅施策は、関連分野が広範囲に及ぶことから、市民、事業者、行政などが、それぞれの役割を認識し、
互いに連携しながら計画を推進していく必要がある。 

・計画の進捗管理は、毎年度それぞれの施策の進捗管理を行い、市ホームページに内容を公表する。 

資料１ 


